　新大塚公園廃止計画(案)と教育の問題
　私たちは誰しも子どもたちの健やかな成長を願っています。そして彼らがそれぞれに豊かな人生を送れるよう、良い教育が備えられることを望んでいます。でも、これは学校だけの問題でしょうか。不幸な事件が子どもたちの間で相次ぐ昨今、私たちは子どもを育てること、教育することを根本から問い直さなければならないのではないかと思います。

　五中と七中を統合し、統合校を新大塚公園と教育センターを壊して、その敷地に建設する案について、教育委員会はより良い教育環境を整えるためにどうしてもこれだけの広さが必要だと言います。そして、新しい中学校は１学年４クラス(480人)の大規模校になる予定です。これは本当に五中(185人)・七中(39人)だけを対象とした案なのでしょうか？区全体の学校配置について将来像(素案)が提示されないまま、話が進んでいます。

　五中・七中統合計画(案)はたくさんの問題を抱えています。この案は区長、助役、部局長等の政策調整会議で急浮上し、動き始めました。なぜ、五中・七中なのか、教育委員会は何も議論していません。学校選択制がしかれてから七中の生徒が激減したことの原因分析や、それへの適切な対応も行われてきませんでした。新大塚公園の廃止は区民に大きな影響を与えることですが、教育委員会と関係部局間で協議らしい協議はありませんでした。新しい中学校での教育のあり方について、検討もないままに、大きな建物や校庭だけが求められています。

新大塚公園は、フェンスで囲ったグランドを多くの木々が取り囲み、アクセスの容易な、バリアフリーの公園です。ここでは子どもたちから高齢者まで、あらゆる世代が共に楽しみ、交わりを持っています。そうした交わりと貴重な自然との触れ合いの中で、子どもたちは豊かに育まれてきました。新大塚公園の代替公園を五中または七中跡地に造るとしていますが、どちらの場所も急坂の途中にあり、高齢者や乳幼児連れにはアクセスが困難な上、少年野球のホームグランドも失われるので、代替公園とはなりえません。新大塚公園の緑と自然体系は長く守って行かねばならない、かけがえのない区民の財産です。自然は、一度失われると二度と元には戻りません。

　このように、４０年を超えて人々の暮らしに深く根付き、子どもたちを心身ともに育ててきた公園を壊して良い学校を作るという教育委員会の考えはどこか変です。ハコモノにお金をかければ良いというその発想の中に、真の意味での教育改革を実現しようという意思は感じられません。子どもたちの教育を考える時、私たちが何よりも大切にしたいのは、いのちを大切に、人と人とが助け合って生きて行く、その「こころ」ではないかと思います。本当により良い教育をと考えるなら、大きな教育的役割を果たしている新大塚公園をそのまま残した上で、是非とも立派な中学校を現在の中学校の敷地に実現して欲しいと思います。限られた条件の中で最良の教育を実施する、そのための方策を考え出すことこそ、真に子どもたちの健やかな成長を助けることになるのではないでしょうか。そして、それは「こころ」があれば不可能なことではないと思います。
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